


















平成 23（2011）年 10月 1日現在，65歳以上の高齢者人口は 2,975万人に達し，高齢化率は








































































































































同居者（あり）  55（91.7） 54（85.7）
職業（あり）  13（21.7） 11（17.5）
最終学歴
　専門学校・短期・四年制大学  38（63.3） 47（75.8）
死別体験（なし） 119（69.6） 89（69.5）
参加に対する他者からの勧め（なし）  15（25.4） 13（21.0）




































性交渉（あり） 10（16.7）  7（11.3）
高齢者の交際（肯定） 53（89.8） 52（82.5）
恋愛願望（あり） 24（41.4） 25（29.7）
性欲（あり）* 13（22.8）  5（ 7.9）

























運動（週 1回以上） 51（ 86.4） 54（ 85.7）
飲酒（適量） 45（ 76.3） 46（ 73.0）
喫煙（吸わない） 59（ 98.3） 61（ 96.8）
睡眠（7～8時間） 56（ 94.9） 59（ 93.7）
栄養のバランス（考える） 29（ 48.3） 29（ 46.0）
朝食の摂取（毎日） 59（100.0） 62（ 98.4）
労働（8時間以下） 56（ 94.9） 62（100.0）
ストレス（少ない）*** 33（ 56.2） 14（ 22.2）
















心配ごとを聞いてくれる人（あり）** 59（ 98.3） 47（78.3）
2～3日の世話をしてくれる人（あり） 51（ 85.0） 50（79.4）
気を配ってくれる人（あり） 58（ 96.7） 58（92.1）
元気づけてくれる人（あり）* 60（100.0） 57（90.5）
お金を貸してくれる人（あり） 41（ 68.3） 43（68.3）
くつろいだ気分にしてくれる人（あり）** 58（ 96.7） 49（80.3）
用事を頼める人（あり） 51（ 85.0） 43（69.4）

































1.636 5.135 1.120 23.545
主観的健康感（健康群）* 1.720 5.584 1.336 23.336
健康生活習慣
　ストレス（少ない）***
1.730 5.640 2.053 15.492
ソーシャル・サポート
心配ごとを聞いてくれる（あり）*
2.384 10.844 1.189 98.927
定数項 −5.750 .003
***p<.001, **p<0.01, *p<0.05




親しくしている親戚（いる） 59（ 98.3） 57（95.0）
親しくしている近所（いる） 56（ 93.3） 49（80.3）
親しくしている友人（いる）** 60（100.0） 53（86.9）
シニア大学の受講により新たな友人ができた（はい）* 55（ 93.2） 47（78.3）




結果，社会への貢献（社会関連性指標）［オッズ比 : 5.135,95%信頼区間 1.12-23.54, p＜ 0.05］，
主観的健康感［オッズ比 : 5.584,95%信頼区間 1.33-23.33, p<0.05,］，ストレス（健康生活習慣）［オッ
ズ比 : 5.640,95%信頼区間 2.05-15.49, p<.001, ］，心配ごとを聞いてくれる人（ソーシャル・サポー
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